


環境へのこだわり 天然素材テキスタイル分野を開拓：パティ・グロスマン 

環境指向の米国草分け企業として、姉のリーアン・ヴァンドゥーゼンと共にインテリアファブリックのデザイン・開発と卸売りを扱う O 

Ecotextiles社を創設したパティ・グロスマン。エミリー・トッドハンターとの提携デザインによるインテリア家具用ファブリックは、デコレックス

展示会において 2007年最優秀賞を受賞。 

記者：エマ・ハーゲシュタット写真：ルーシー・レヴィーン 翻訳：清水美香 

五年前の会社発足当時は 天然素材の環境指向インテリアファブリックはアメリカにはなく、リサイクル素材といえばポリエステルぐらいでし

た。 

その後の三年間 シアトルやシカゴ、ニューヨークなど全米各地のインテリアデザイナーに打診してみましたが、前向きな反応はほとんどありま

せんでした。それと並行して、環境を単なる流行ではなく自己の製品作りの姿勢としてとらえるようなサプライヤや紡績・紡織業者にめぐり

会いたいと願うようになったのです。 

2人ともMBA のビジネス学位 を有し、それぞれにコミュニティ活動の土台もあります。CBS放送局で最年少の会計ディレクターにまで昇

進しましたが心は満たされずその道を捨て、マイクロ企業への融資や低所得層への独立支援などの育成活動の道を選びました。現在は

シアトル在住です。エコ派にはいい街だと思います。 

基金を設立して成果を収め クリントン大統領から表彰を受けたこともあります。やがて環境被害の話題が増えるにつれて無視できなくなり、

これまでのビジネス経験を生かして地球や労働者のために役立ちたいと思いました。 

O Ecotextiles では リネン、ヘンプ、オーガニックコットン、ラミー、竹繊維、マニラ麻などの天然素材を用いたファブリックを扱っています。

できれば綿花のような花ではなく、植物の茎から採れる繊維が理想です。茎には害虫がほとんどつかないため、茎から採れる繊維には農

薬は不要です。ただし米国業界の紡織設備はまだまだコットンや化学繊維にしか対応していないため、ローカル調達はできていません。ヘ

ンプ素材の布地はイタリアから、竹素材の布地は日本の工場から取り寄せています。 

日本の池内タオルさんは 環境指向企業ですが、社長の池内計司氏にはこれまで大変お世話になっています。生産をメーカー側で受注

してもらうためには、まず環境重視天然素材への需要を理解してもらうところから始まりますが、テキスタイルの経験が浅い私達では説得

力もありません。池内さんはそんな私達の申し出に快く応じてくださいました。当社で扱う日本製の生地は全てカーボンニュートラルです。

私達は従業員を職人として尊重し、生活賃金を提供する紡織工場・染色工場との取引を行っています。 

テキスタイル生産の工程  に用いられる化学薬品は 2,000種以上もあり、特に有害なものも広く用いられています。繊維産業は水質汚

濁の面で農業に次いで環境に有害な産業です。水の汚染はさらに広い環境汚染を招きます。繊維工場は何百万リットルもの廃液を大

量に、ときに高温で生態系に流出します。 



いくら環境重視とはいえ インテリアのファブリックをジュート袋ですませるわけにはいきません。エコ指向でありながらお洒落に、さらに耐久性に

優れながらもソフトな風合いを生かすインテリア布地を天然素材から作り上げるためにはそれなりの苦心もあります。 

イタリアからの製品第一号 が届いたときのショックは今も忘れられません。受け入れ倉庫の検査担当者から電話があり、リネンとヘンプの反

物は皺だらけの欠陥品で全て不合格だと指摘されて。問い直してみると、実はその倉庫は今まで化学繊維しか扱った経験がなかったらし

いのです。「皺ぐらい、スチーム当てれば取れるはず...」なぜか当たり前のアドバイスをする羽目に。「見違えるほどの器量よしになること、請

け合いです！」 

oecotextiles.com 

パティ・グロスマンのお奨め 

お湯は一切使わず、何でも水で洗濯。歩くことのよさを再発見。どこへでも、何を見るにも歩くことを心がけて。マイケル・ポラン著

Omnivore's Dilemma（仮題：雑食動物のジレンマ）を読み、食生活やテキスタイルへの判断が及ぼすさまざまな影響を知る。ナシ

ョナル・ジオグラフィック 2006年 10月号のデビッド・ユーイング・ダンカンの記事 The Chemicals Within Us をインターネットで読み、人体

内から検出される DDTや防炎加工剤について知る。環境に配慮した日々の生活の知恵 Ideal Bite (idealbite.com)を読む。 


